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特
集

人
権
・
同
和
行
政
の
全
国
的
動
向

中
川
　
幾
郎

「
同
和
対
策
特
別
措
置
」
法
の
時
代
が
終
わ
っ
て
二
年
が
経
過
し
、
地
方
自
治
体
の
人
権
行
政
へ
の
取
り
組
み
は
、
女
性
、
子
ど
も
、
障
害
者
、
外
国
人
な
ど

の
各
領
域
に
着
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
分
権
時
代
に
お
け
る
自
治
体
同
和
行
政
の
位
置
づ
け
と
、
そ
の
取
り
組
み
内
容
も
問
い
直
さ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
人
権
行
政
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
い
て
専
門
的
か
つ
具
体
的
な
取
り
組
み
を
必
要
と
す
る
。
今
回
の
調
査
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
留
意

し
て
行
っ
た
。

は
じ
め
に

筆
者
は
、
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編
纂
に
よ
る
『
人
権
年
鑑
』

の
　
「
各
都
道
府
県
・
政
令
都
市
に
お
け
る
人
権
・
同
和
行
政
の
現

状
」
を
こ
こ
数
回
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
の
対
象
と
な
る
地

方
自
治
体
は
、
四
七
都
道
府
県
と
一
三
政
令
都
市
、
計
六
〇
自
治

体
で
あ
り
、
独
自
の
「
同
和
行
政
・
人
権
行
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
行
っ
て
デ
ー
タ
を
集
計
分
析
し
て
い
る
。
今
年
度
は
対

象
自
治
体
の
す
べ
て
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
は
、
①
人
権
条
例
・
人
権
宣
言
の
有
無
、

②
同
和
行
政
・
人
権
（
人
権
全
般
、
女
性
、
子
ど
も
、
障
害
者
、
外

国
人
、
高
齢
者
等
）
　
行
政
に
関
す
る
基
本
方
針
・
基
本
計
画
等
の

有
無
、
③
同
和
行
政
・
人
権
行
政
に
関
す
る
審
議
会
・
庁
内
検
討

会
議
等
の
設
置
状
況
、
④
同
和
・
人
権
（
行
政
、
教
育
）
　
に
関
す

る
推
進
部
局
の
現
状
、
⑤
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」

推
進
本
部
と
行
動
計
画
の
有
無
、
⑥
「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法
」

に
基
づ
く
基
本
計
画
と
年
次
報
告
の
有
無
、
⑦
こ
れ
か
ら
の
人
権
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行
政
、
の
大
別
七
項
目
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
度
は
、
「
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
　
（
地
対
財
特
法
）
　
失
効
後

の
二
年
目
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
た
同
和
行
政
に
対
す
る
各

自
治
体
独
自
の
取
り
組
み
の
変
化
が
、
今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ

る
。
そ
の
反
面
で
、
人
権
行
政
の
各
分
野
に
お
け
る
広
が
り
も
顕

著
と
な
っ
て
き
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

票
の
大
幅
改
訂
を
行
っ
た
。
改
訂
に
際
し
て
は
、
自
治
体
人
権
行

政
の
企
画
調
整
部
局
や
現
場
か
ら
の
懇
切
な
協
力
、
助
言
を
も
と

に
設
問
項
目
等
の
設
計
に
あ
た
り
、
新
た
な
設
問
を
企
画
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
と
は
い
え
、
情
報
収
集
す
る
分
野
の
拡
大
と
情
報

量
の
飛
躍
的
な
増
加
に
対
応
し
た
的
確
な
調
査
票
設
計
が
で
き
て

い
た
か
、
と
い
う
点
で
は
な
お
反
省
点
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
不
備
な
と
こ
ろ
は
あ
く
ま
で
筆
者
の
非
力
さ
に
の
み
帰
す
る

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

以
下
に
、
二
〇
〇
三
年
度
の
概
況
を
報
告
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

な
お
一
覧
的
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
別
途
刊
行
さ
れ
る
　
『
人
権

年
鑑
2
0
0
4
』
　
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

一
人
権
条
例
・
人
権
宣
言
の
有
無

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
六
日
に
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
て
、

各
自
治
体
に
お
け
る
人
権
条
例
・
人
権
宣
言
を

制
定
・
採
択
す
る
取
り
組
み
が
二
疋
程
度
進
ん

で
き
た
が
、
二
〇
〇
三
年
度
で
は
や
や
停
滞
気

味
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

対
象
自
治
体
で
も
、
一
七
県
　
（
以
下
、
都
道
府

県
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
「
県
」
を
単
位
呼
称
と

す
る
）
　
三
市
で
人
権
条
例
　
（
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
及
び
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
条
例
を

除
く
）
　
が
制
定
さ
れ
、
前
年
回
答
と
単
純
比
較

し
て
二
県
の
増
加
で
あ
る
が
、
す
で
に
制
定
済

み
で
あ
り
な
が
ら
前
年
回
答
洩
れ
で
あ
っ
た
も

の
な
ど
を
整
理
す
る
と
前
年
と
同
水
準
で
あ

る
。
前
年
度
調
査
に
記
載
が
な
く
て
今
回
新
た

に
記
載
報
告
が
あ
っ
た
条
例
に
、
「
佐
賀
県
人

権
の
尊
重
に
関
す
る
条
例
」
　
（
一
九
九
八
年
四
月

一
日
）
　
が
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
は
、
二
〇
県
一
〇

市
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
　
（
一
六

県
九
市
）
　
と
比
較
す
る
と
県
で
の
伸
び
が
目
立

ち
、
四
県
一
市
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
政
令

都
市
で
は
早
期
に
着
手
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
ま

表1　人権条例・人権宣言策定状況

区　　 分 2003年 200 2年 差引増減

人権宣言自治体 11県 1市 11県 1市 0

人権条例制定自治体 17県 3 市 15県 3 市 2 （実質′0 ）

男女共同参画推進条例制定自治体 20県10市 16県 9 市 5

部落解放研究Na1632005．4
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た
次
第
に
全
国
の
都
道
府
県
に
波
及
し
っ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
が
伺

え
る
。人
権
官
三
呂
に
関
し
て
は
、
一
一
県
一
市
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
前
年
と
全
く
同
水
準
で
あ
る
。

二
　
同
和
・
人
権
行
政

1
　
同
和
行
政
・
人
権
行
政
に
関
す
る
審
議
会
等

同
和
行
政
に
関
す
る
専
門
的
審
議
会
・
懇
話
会
等
に
つ
い
て

は
、
一
二
県
二
市
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
の
一
五
県

一
市
と
比
較
し
て
三
県
減
一
市
増
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
岡
山

県
の
よ
う
に
「
人
権
行
政
」
に
関
す
る
審
議
会
・
懇
話
会
等
に
そ

の
役
割
を
移
行
さ
せ
た
も
の
も
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
市
の
増

加
は
、
前
年
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
「
さ
い

た
ま
市
」
　
の
増
で
あ
る
。
人
権
行
政
全
般
　
（
女
性
、
子
ど
も
、
障

害
者
等
の
分
野
別
審
議
会
等
を
除
く
）
に
関
す
る
審
議
会
・
協
議
会

は
、
二
六
県
三
市
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
二
年
と
比
較
し

て
二
県
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
庁
内
検
討
会
議
の
設
置
状
況
を
み
る
と
、
同
和
行
政
に

関
す
る
庁
内
検
討
会
議
は
、
二
二
県
三
市
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
〇
二
年
の
二
一
県
四
市
と
比
較
し
て
一
県
増
一
市
減
で
あ
る
。

人
権
行
政
全
般
に
関
す
る
庁
内
検

討
会
議
は
、
三
六
県
人
市
で
設
置

さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
二
年
の
二

四
県
五
市
に
比
較
し
て
一
二
県
三

市
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
人

権
行
政
全
般
に
関
す
る
審
議
会
の

設
置
が
ひ
と
わ
た
り
行
き
渡
っ
た

時
点
で
、
改
め
て
庁
内
組
織
を
設

置
し
た
上
で
の
連
携
強
化
、
検
討

作
業
が
進
み
は
じ
め
た
様
子
が
伺

え
る
。
ち
な
み
に
、
同
和
行
政
に
関
す

る
専
門
的
審
議
会
等
を
持
た
な
い

自
治
体
に
お
け
る
「
人
権
行
政
」

審
議
会
・
懇
話
会
等
で
あ
っ
て

も
、
当
然
に
同
和
問
題
・
同
和
行

政
を
そ
の
所
管
事
項
と
す
る
こ
と

が
想
定
で
き
る
。
こ
れ
は
、
同
和

行
政
に
関
す
る
庁
内
検
討
会
議
を

持
た
ず
、
人
権
行
政
全
般
に
関
す

る
庁
内
検
討
会
議
を
設
置
し
て
い

る
場
合
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

表2　同和行政に関する審議会・庁内検討会議設置状況

区　　　 分 2003年 200 2年 差引増減

同和行政に関する審議会設置自治体 12県 2 市 15県 1市 △ 2
同庁内検討会議設置自治体 22県 3 市 21県 4 市 0

表3　人権行政（全般）に関する審議会・庁内検討会議設置状況

区 ．　 分 200 3年 2（カ2年 差 引増減

人権行政全般 に関する審議会設置 自治体 26 県 3 市 24県 3 市 2

同庁 内検討会議設 置自治体 36県 8 市 24県 5 市 15
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ら
．
の
自
治
体
に
お
い
て
は
、
人
権
行
政
全
体
の

中
で
、
自
治
体
独
自
の
同
和
行
政
を
今
後
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
く
る

は
ず
で
あ
る
。

2
　
人
権
行
政
全
般
の
基
本
方
針
等

人
権
行
政
・
人
権
教
育
に
お
け
る
「
基
本
方

針
」
　
に
つ
い
て
み
る
と
、
人
権
行
政
基
本
方
針

策
定
自
治
体
は
二
七
県
四
市
で
六
県
増
加
し
て

い
る
。
新
し
く
策
定
さ
れ
た
の
は
「
千
葉
県
人

権
施
策
基
本
指
針
」
　
（
二
〇
〇
四
年
二
月
）
、
「
和

歌
山
県
人
権
施
策
基
本
方
針
」
　
（
二
〇
〇
四
年
八

月
）
、
「
鳥
取
県
人
権
施
策
基
本
方
針
」
　
（
二
〇

〇
四
年
三
月
改
訂
）
　
な
ど
で
あ
る
。

人
権
行
政
基
本
計
画
策
走
自
治
体
も
ー
四
県

五
市
で
あ
り
、
四
市
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

人
権
教
育
基
本
方
針
で
は
一
入
県
七
市
で
四
県

一
市
の
増
加
、
人
権
教
育
基
本
計
画
で
は
一
六

県
三
市
で
あ
り
、
七
県
二
市
増
加
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
着
実
に
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
が
、
な
お
全
対
象
の
半
数
以
下
で
あ
り
、

未
だ
全
国
的
な
趨
勢
と
は
い
い
が
た
く
、
一
層

人権行政全般に関する基本方針・基本計画策定状況

区　　　 分 2（氾3年 2002年 差引増減

人権行政基本方針策定 自治体 27県 4 市 21県 4 市 6

人権行政基本計画策定 自治体 14県 5 市 14 県 1 市 4

人権教育基本計画策走自治体 16県 3 市 9 県 1 市 9

の
取
り
組
み
の
広
が
り
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

3
　
同
和
行
政
・
同
和
教
育
の
基
本
方
針
等

同
和
行
政
・
同
和
教
育
に
関
す
る
基
本
方

針
・
基
本
計
画
等
が
あ
る
の
は
、
三
一
県
九

市
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
同
和
行
政
の
基
本

方
針
を
持
つ
の
は
二
三
県
人
市
で
、
基
本
計

画
を
持
つ
の
は
一
四
県
一
市
で
あ
る
。
同
和

教
育
基
本
方
針
は
、
一
八
県
六
市
で
策
定
さ

れ
て
い
る
が
、
基
本
計
画
は
ま
だ
七
県
三
市

に
と
ど
ま
る
。
い
ず
れ
の
区
分
に
お
け
る
数

値
も
二
〇
〇
二
年
に
比
し
て
増
加
し
て
い
る

が
、
同
和
行
政
計
画
　
（
方
針
）
　
と
同
和
教
育

計
画
　
（
方
針
）
　
と
の
区
分
が
明
確
で
な
い
回

答
も
あ
り
、
回
答
者
に
と
っ
て
も
正
確
に
と

ら
え
に
く
い
面
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ

れ
は
次
年
度
に
向
け
て
の
反
省
で
あ
る
。

4
　
同
和
・
人
権
行
政
推
進
部
局

推
進
部
局
体
制
の
設
問
で
は
、
①
同
和
行

政
推
進
部
局
、
②
同
和
教
育
推
進
部
局
、
③

表5　同和行政・同和教育に関する基本方針・計画策定状況

区　　　 分 2003年 2002年 差引増減

同和行政基本方針策定自治体 23県 8 市 15県 5 市 田

同和行政基本計画策走自治体 14県 1 市 9 県 2 市 4
同和教育基本方針策定自治体 18県 6 市 14県 3 市 7
同和教育基本計画策定自治体 7 県 3 市 2 県 2 市 6

部落解放研究NG1632005．4



22

人
権
行
政
推
進
部
局
、
④
人
権
教
育
推
進
部
局
、
⑤
人
権
啓
発
担

当
部
局
の
五
項
目
を
尋
ね
た
　
（
各
行
政
の
範
囲
お
よ
び
各
推
進
部
局

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
に
判
断
を
委
ね
た
）
。

同
和
行
政
推
進
部
局
の
状
況
で
は
、
担
当
部
局
な
し
、
ま
た
は

無
記
入
が
一
二
県
二
市
あ
っ
た
。
課
ま
た
は
室
の
名
称
が
「
同
和
」

単
独
は
三
県
二
市
で
あ
り
、
「
人
権
・
同
和
」
併
記
は
一
三
県
一
市
、

「
人
権
」
単
独
は
一
二
県
五
市
で
あ
っ
た
。

ま
た
バ
　
同
和
教
育
推
進
部
局
に
お
い
て
は
、
担
当
部
局
な
し
、

ま
た
は
無
記
入
が
一
三
県
五
市
あ
っ
た
。
課
ま
た
は
室
の
名
称
が

「
同
和
」
単
独
は
な
く
な
り
、
「
人
権
・
同
和
」
併
記
は
一
二
県
一

市
、
「
人
権
」
単
独
は
一
一
県
四
市
で
あ
る
。

同
和
行
政
、
同
和
教
育
担
当
部
門
に
お
い
て
も
、
「
同
和
」
か

ら
「
人
権
・
同
和
」
　
へ
、
「
人
権
・
同
和
」
か
ら
「
人
権
」
　
へ
の

シ
フ
ト
が
、
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。

人
権
行
政
推
進
部
局
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
局
な
し
、
ま
た
は

無
記
入
が
八
県
一
市
あ
っ
た
。
昨
年
調
査
時
点
で
は
、
人
権
行
政

推
進
部
局
の
設
置
は
全
国
的
に
ほ
ぼ
完
了
し
て
き
た
は
ず
（
前
年
、

な
し
・
無
記
入
は
三
県
二
市
）
　
で
あ
る
が
、
前
年
に
比
較
し
て
「
な

し
」
と
す
る
県
の
回
答
が
微
増
し
て
い
る
こ
と
は
何
を
物
語
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
部
局
の
名
称
か
ら
み
る
と
、
「
同
和
」
単

独
は
一
県
二
市
、
「
人
権
・
同
和
」
併
記
が
一
二
県
一
市
、
「
人
権
」

単
独
は
一
五
県
六
市
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
の
担
当
部
局
と
し
て

は
、
健
康
福
祉
担
当
、
地
域
福
祉
担
当
、

県
民
生
活
担
当
等
と
や
や
多
様
に
な
る
。

人
権
教
育
推
進
部
局
を
設
置
し
て
い
な

い
自
治
体
は
、
七
県
二
市
　
（
市
に
つ
い
て

は
無
記
入
を
「
な
し
」
と
計
算
）
と
な
り
、

こ
の
う
ち
、
人
権
教
育
推
進
部
局
が
あ
り

同
和
教
育
推
進
部
局
が
未
設
置
で
あ
る
自

治
体
は
、
六
県
三
市
で
あ
る
。
ま
た
、
人

権
教
育
推
進
部
局
を
設
置
し
て
い
る
自
治

体
四
〇
県
一
一
市
の
う
ち
、
三
五
県
人
市

が
同
和
教
育
推
進
部
局
を
兼
ね
て
い
る
。

こ
れ
は
二
〇
〇
二
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、

人
権
教
育
に
お
け
る
同
和
教
育
の
位
置
づ

け
の
重
要
性
が
定
着
し
っ
つ
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。

人
権
啓
発
担
当
部
局
も
、
担
当
部
局
な

し
は
無
記
入
を
含
め
て
六
県
一
市
で
あ

り
、
四
一
県
一
二
市
で
担
当
部
局
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、

「
人
権
の
各
課
題
に
つ
い
て
は
、
担
当
部

局
が
個
別
に
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
回
答

が
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場

同和・人権行政推進部局設置状況

区　　　 分 2（犯3年 2002年 差引増減

同和行政推進部局設置自治体 35県11市 4 1県11市 △ 6

同和教育推進部局設置自治体 34県 8 市 39県10市 △ 7

人権行政堆進部局設置自治体 39県12市 4 1県 8 市 2

人権教育推進部局設置自治体 40県11市 4 1県 8 市 2

人権啓発担当部局設置自治体 4 1県12市 42県 9 市 2
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合
、
各
担
当
部
局
の
個
別
啓
発
行
政
と
、
総
合
企
画
調
整
部
局
と

し
て
の
人
権
行
政
推
進
部
局
と
の
連
携
の
あ
り
方
が
重
要
と
な
る

こ
と
に
留
意
し
た
い
。

≡
　
そ
の
他
の
分
野
の
人
権
行
政

1
　
女
性
に
関
す
る
審
議
会
等

審
議
会
に
つ
い
て
は
、
六
〇
自
治
体
の
う
ち
、
一
県
の
み
が
未

設
置
で
あ
っ
た
。
「
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
」
等
の
庁
内
検
討

会
議
は
、
三
県
一
市
の
み
が
未
設
置
で
あ
る
。
「
基
本
計
画
」
は
、

二
県
の
み
が
未
策
定
に
と
ど
ま
り
、
「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」

施
行
以
後
の
自
治
体
の
取
り
組
み
は
、
体
制
づ
く
り
、
基
本
計
画

と
も
に
進
ん
で
き
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
自
治
体
現

場
の
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
実
施
計
画
レ
ベ
ル
で
は
六

県
二
市
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
次
の
展
開
に
向
け
て
は
、

な
お
注
意
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

2
　
子
ど
も
に
関
す
る
審
議
会
等

審
議
会
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
自
治
体
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、

未
設
置
は
一
〇
県
五
市
で
あ
っ
た
が
、
庁
内
検
討
会
議
は
、
過
半

数
の
二
六
県
九
市
が
未
設
置
で
あ
る
。
「
基
本
計
画
」
は
多
く
で

策
定
さ
れ
て
お
り
、
未
策
定
は
一
五
県
三
市
で
あ
る
。
庁
内
検
討

会
議
を
設
置
し
て
い
る
と
回
答
し
た
自
治
体
の
場
合
で
あ
っ
て

も
、
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
」
「
少
子
化
対
策
」
等
の
名
称
が
多

い
。
同
様
に
、
基
本
計
画
の
名
称
も
「
子
育
て
支
援
」
な
ど
が
多

く
、
乳
幼
児
、
児
童
、
少
年
と
多
岐
に
わ
た
る
「
子
ど
も
の
人
権

保
障
」
が
ど
の
程
度
意
識
さ
れ
、
具
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る
か
、

が
今
後
の
課
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

3
　
障
害
者
に
関
す
る
審
議
会
等

審
議
会
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
大
半
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
未

設
置
は
一
〇
県
一
市
置
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
障
害
者
施
策
推

進
会
議
」
等
の
庁
内
検
討
会
議
は
、
過
半
数
を
超
え
る
二
九
県
一

〇
市
が
未
設
置
で
あ
る
。
一
方
で
、
「
基
本
計
画
」
は
三
九
県
一

一
市
で
策
定
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
審
議
会
、
基
本
計
画
を
実
効

あ
る
も
の
と
す
る
に
は
、
や
は
り
庁
内
検
討
会
議
の
設
置
が
必
要

と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
と
、
今
後
の
庁
内
検
討
会
議

の
設
置
状
況
に
注
目
し
た
い
。

4
　
外
国
人
に
関
す
る
審
議
会
等

外
国
人
に
関
す
る
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
事
例
が
少
な
く
、

設
置
は
八
県
六
市
で
あ
る
。
庁
内
検
討
会
議
は
、
一
五
県
六
市
で

設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
「
基
本
計
画
」
は
、
一
五
県
六
市
で

部落解放研究NG1632005．4
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策
定
さ
れ
て
い
る
。
在
住
外
国
人
と
の
共
生
は
、
す
で
に
都
市
部

だ
け
で
は
な
く
、
郡
部
に
お
い
て
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

そ
れ
は
、
居
住
す
る
在
住
外
国
人
人
口
の
多
寡
に
よ
っ
て
決
ま
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
な
お
全
国
に
お
い
て
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

5
　
高
齢
者
等
に
関
す
る
審
議
会
計
画
等

審
議
会
に
つ
い
て
は
、
二
六
県
五
市
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
約

半
数
の
自
治
体
が
設
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
庁
内
検
討
会
議
は

一
六
県
一
市
に
と
ど
ま
る
。
一
方
で
　
「
基
本
計
画
」
は
三
五
県
一

一
市
で
策
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
等
で
あ
る
。
審
議
会
の
性
格
、
役
割
も
同
様
で
あ
る
。

6
　
そ
の
他
の
基
本
計
画
・
実
施
計
画
等

上
記
の
分
類
に
属
さ
な
い
人
権
関
係
の
各
種
計
画
等
で
、
回
答

が
最
も
多
か
っ
た
も
の
は
、
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
　
に
関
す
る
実
施
計

画
等
で
あ
告
埼
玉
、
東
京
、
愛
知
、
三
重
、
大
阪
、
兵
庫
、
福

岡
の
七
県
と
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
北
九
州
、
福
岡
の

六
市
が
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
等
に
関
す
る
実
施
計
画
」
等

を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
他
は
、
「
H
I
V
対
策
」
　
に
関
し
て
佐
賀
県
と
大
分
県
、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
し
て
庁
内
連
絡
会
議
が
佐
賀
県
に
あ
る
。

四
　
「
人
権
教
育
の
一
〇
年
」
　
の
取
り
組
み
等

二
〇
〇
三
年
度
は
、
「
推
進
本
部
」
　
に
つ
い
て
は
二
八
県
四
市

で
設
置
の
報
告
が
あ
り
、
「
行
動
計
画
」
　
は
二
七
県
四
市
が
策
定

済
み
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
懇
話
会
が
設
置
さ
れ
て
現
在

も
活
動
し
て
い
る
、
と
い
う
自
治
体
は
、
六
県
一
市
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
数
で
は
、
二
〇
〇
四
年

六
月
現
在
で
推
進
本
部
設
置
は
四
〇
県
　
（
さ
ら
に
一
県
新
規
設
置

を
検
討
中
）
　
と
な
っ
て
お
り
、
行
動
計
画
策
定
も
三
九
県
　
（
さ
ら

に
一
県
新
規
策
定
を
検
討
中
）
　
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
回
答
数

と
大
幅
に
食
い
違
っ
て
い
る
　
（
調
査
年
度
の
違
い
を
考
慮
し
て
も
、

そ
の
落
差
が
大
き
い
。
こ
れ
は
前
回
も
同
傾
向
で
あ
っ
た
）
。

こ
の
点
は
、
当
該
組
織
の
名
称
が
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

一
〇
年
」
と
異
な
る
た
め
に
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
そ

の
権
能
■
機
能
に
お
い
て
　
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」

に
関
わ
る
事
項
が
明
確
に
謳
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
等
の
事
情
が

作
用
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
国
へ
の
報
告
数

と
大
幅
に
異
な
る
回
答
数
が
出
る
と
い
う
事
態
は
、
当
該
組
織
の

位
置
づ
け
が
、
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
　
の
取
り
組

み
組
織
と
し
て
、
庁
内
的
に
明
確
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
る

と
は
言
い
難
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
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の
点
の
解
明
は
次
年
度
調
査
以
降
の
課
題
で
あ

る
。「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
　
は
、
二

〇
〇
四
年
ま
で
で
あ
る
が
、
今
回
は
二
〇
〇
五
年

以
降
の
　
「
推
進
本
部
」
「
行
動
計
画
」
「
懇
話
会
」

に
つ
い
て
、
終
了
す
る
か
、
継
続
す
る
か
を
改
め

て
尋
ね
た
。
推
進
本
部
に
関
し
て
は
、
設
置
し
て

い
る
自
治
体
の
う
ち
、
終
了
が
二
県
（
栃
木
、
和

歌
山
県
）
　
で
、
こ
の
ま
ま
継
続
（
名
称
・
体
制
変

更
も
含
む
）
　
が
、
一
九
県
二
市
あ
っ
た
。
調
査
時

点
で
検
討
中
は
、
一
〇
県
四
市
で
あ
る
。

同
じ
く
、
「
行
動
計
画
」
　
の
終
了
、
継
続
、
検

討
中
に
つ
い
て
も
、
終
了
が
二
県
一
市
、
継
続
が

一
七
県
（
内
一
県
、
群
馬
県
は
新
た
に
策
定
中
）
　
で

あ
り
、
検
討
中
は
一
二
県
四
市
で
あ
っ
た
。
計
画

の
終
期
な
し
、
と
し
た
自
治
体
は
高
知
県
で
あ
る
。

「
懇
話
会
」
　
に
つ
い
て
は
、
終
了
が
四
県
、
継
続

が
九
県
、
検
討
中
は
四
県
三
市
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
行
動
計
画
」
は
、
「
人
権

教
育
及
び
人
権
啓
発
に
関
す
る
法
律
」
第
七
条
「
基

本
計
画
の
策
定
」
　
に
相
当
す
る
計
画
と
し
て
も
位

置
づ
け
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

表7　人権教育のための国連10年の取り組み状況

区　　　 分 200 3年 2002年 差引増減

国連10年推進本部設置自治体 28県 4 市 26県 3 市 3
同行動計画策定自治体 27県 4 市 26県 3 市 2

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
　
の
期
間
が
終
了
し
た
後
も

視
野
に
入
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
回
も
設
問
⑥
で

「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法
」
　
に
よ
る
基
本
計
画
と
年
次
報
告
の

有
無
、
を
問
い
か
け
た
が
、
殆
ど
の
自
治
体
は
「
基
本
計
画
」
「
年

次
報
告
」
　
い
ず
れ
も
「
な
し
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
か
ら
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国

連
一
〇
年
行
動
計
画
」
が
そ
の
基
本
計
画
に
相
当
す
る
、
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
「
行
動
計
画
」
が
未
策
定
の
自
治
体
に
お
い
て
「
基

本
計
画
」
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
行

動
計
画
」
策
定
済
み
の
自
治
体
も
、
こ
の
「
基
本
計
画
」
に
相
当

す
る
形
で
の
「
行
動
計
画
」
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

る
。
な
お
、
年
次
報
告
の
有
無
と
は
、
年
次
ご
と
の
実
施
状
況
が

評
価
・
点
検
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ

の
点
は
継
続
的
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

五
　
こ
れ
か
ら
の
人
権
行
政

ま
ず
、
法
期
限
切
れ
後
の
同
和
行
政
を
、
自
治
体
独
自
で
再
構

築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
治
体
に
お
け
る

同
和
問
題
の
実
態
調
査
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
尋
ね
た
。
次
に
、
人
権
保
障
の
最
前
線
と
も
い
う
べ
き

相
談
窓
口
の
設
置
状
況
、
公
共
事
業
等
の
入
札
基
準
に
お
け
る
人

部落解放研究Nq1632005．4
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権
基
準
の
導
入
状
況
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
の
一
般
施
策
、
人

権
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
以
下
の
1
～

4
は
、
今
回
か
ら
新
し
く
設
定
し
た
設
問
項
目
で
あ
る
。

1
　
同
和
地
区
実
態
調
査
の
有
無

二
〇
〇
〇
年
度
以
降
の
自
治
体
独
自
の
同
和
地
区
実
態
調
査

（
意
識
調
査
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
「
あ
り
」
と
の
回
答
は
、
茨
城
県
、

栃
木
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
大
阪
府
、
徳
島
県
、
香
川
県
、

佐
賀
県
、
川
崎
市
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
福
岡
市
の
八
県
四
市
か

ら
あ
っ
た
。

2
　
人
権
相
談
窓
口

人
権
全
般
で
は
二
九
県
七
市
、
同
和
問
題
で
は
二
二
県
四
市
、

女
性
で
は
四
三
県
一
二
市
、
子
ど
も
で
は
三
七
県
八
市
、
障
害
者

で
は
三
五
県
六
市
、
外
国
人
で
は
二
五
県
四
市
、
高
齢
者
で
は
二

四
県
四
市
、
ハ
ン
セ
ン
病
関
係
で
は
九
県
、
H
I
V
関
係
で
は
一

二
県
一
市
、
ホ
ー
ム
レ
ス
関
係
で
は
二
県
二
市
、
犯
罪
被
害
者
で

は
二
県
の
設
置
回
答
が
あ
っ
た
。

3
　
入
札
参
加
に
お
け
る
人
権
基
準
の
導
入

同
和
問
題
、
女
性
、
子
ど
も
、
障
害
者
、
外
国
人
、
高
齢
者
、

環
境
、
そ
の
他
　
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
シ
ス
テ
ム
の
有
無
な
ど
）
　
の

八
項
目
に
つ
い
て
、
入
札
参
加
基
準
と
な
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
。

岩
手
県
、
宮
城
県
、
山
形
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
千
葉
県
、

神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、
兵
庫
県
、
大
阪
府
、

鳥
取
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
能
…
本
県
、
宮
崎
県
の
一
七
県
と
千

葉
市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
の
三
市
が
い
ず
れ
か
の
項
目
を
基
準
と

し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

最
も
多
か
っ
た
の
は
障
害
者
雇
用
率
で
あ
り
、
障
害
者
雇
用
率

達
成
度
に
よ
る
格
付
け
が
多
く
導
入
さ
れ
て
い
る
　
（
一
五
県
三

市
）
。
次
に
多
か
っ
た
の
が
環
境
基
準
で
あ
り
、
八
県
一
市
が
I

S
O
1
4
0
0
0
ま
た
は
I
S
O
9
0
0
0
S
の
取
得
を
格
付
け

に
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
両
方
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も
四
県

一
市
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
能
州
本
県
で
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
制

度
の
有
無
」
が
格
付
け
基
準
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
市
で
は

母
子
家
庭
の
母
の
雇
用
率
が
給
合
評
価
一
般
競
争
入
札
基
準
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
動
向
は
今
後
大
い
に
注
目
し
た
い
。

4
　
同
和
問
題
解
決
の
た
め
の
一
般
施
策

こ
の
設
問
に
つ
い
て
、
該
当
施
策
「
あ
り
」
と
答
え
た
自
治
体

は
、
二
一
県
七
市
で
あ
っ
た
。
そ
の
傾
向
を
み
る
と
、
か
な
り
の

自
治
体
が
従
来
か
ら
の
「
一
般
社
会
啓
発
」
を
該
当
施
策
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
を
「
同
和
問
題
解
決
の
た
め
」
　
の
一
般
施
策
と
す

る
こ
と
に
は
少
し
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
い
で
多
い
の
が
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人
権
教
育
施
策
で
あ
り
、
さ
ら
に
奨
学
金
制
度
、
隣
保
館
事
業
等

と
な
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
具
体
的
な
地
域
改
善
事
業
や
雇
用

促
進
事
業
を
新
設
し
て
広
報
し
、
制
度
の
手
引
き
書
を
公
開
し
て

い
る
自
治
体
　
（
新
潟
県
、
千
葉
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、
鳥
取
県
、

島
根
県
、
福
岡
市
等
）
　
も
あ
り
、
取
り
組
み
内
容
に
大
き
な
バ
ラ

つ
き
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
取
り
組

み
た
い
。

5
　
同
和
行
政
・
人
権
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

同
和
行
政
は
も
と
よ
り
、
各
種
の
人
権
行
政
を
実
効
あ
ら
し
め

る
た
め
に
は
、
人
材
配
置
、
制
度
（
準
則
、
ル
ー
ル
）
、
そ
の
他
各

種
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
も
こ
れ
ら
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

人
材
配
置
、
制
度
、
そ
の
他
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
い
ず
れ
か

が
「
あ
り
」
と
回
答
し
た
自
治
体
は
、
二
一
県
四
市
で
あ
り
、
前

年
の
一
〇
県
二
市
と
比
較
し
て
一
一
県
二
市
増
加
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
最
も
多
数
該
当
し
た
項
目
は
、
人
材
配
置
で
あ
る
。
そ
の

多
く
は
各
部
局
　
（
主
と
し
て
部
局
総
務
課
）
　
ご
と
に
人
権
担
当
職

貞
を
兼
務
配
置
す
る
、
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
（
宮
城
県
、

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
富
山
県
、
福
井
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重

県
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
大
阪
府
、
和
歌
山
県
、
島
根
県
、

徳
島
県
、
香
川
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
、
鹿
児
島

県
、
千
葉
市
、
横
浜
市
、
大
阪
市
、
福
岡
市
）
。

制
度
で
は
、
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
中
に
位
置
づ
け
て
い

る
と
い
う
自
治
体
が
あ
っ
た
（
福
井
県
、
千
葉
市
）
。
そ
の
他
で
は
、

二
疋
の
客
観
的
ル
ー
ル
の
も
と
に
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
る
　
（
神

奈
川
県
、
三
重
県
）
　
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
人
権
担
当
職
員

の
配
置
が
前
年
に
比
し
て
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
さ
ら
に
、
評
価

シ
ス
テ
ム
の
形
成
、
ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
進
展
が
今
後
望
ま
れ
る
。

ま
と
め

二
〇
〇
三
年
は
、
「
同
和
対
策
特
別
措
置
」
法
時
代
が
二
〇
〇

二
年
三
月
末
に
終
わ
っ
て
二
年
目
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
同

和
行
政
が
「
人
権
一
般
」
行
政
の
中
に
次
第
に
埋
没
し
て
い
く
か
、

人
権
行
政
の
中
に
改
め
て
明
確
な
位
置
を
占
め
る
か
が
問
い
直
さ

れ
て
き
た
、
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
個
別
課
題
と
し
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
行
政
の
領
域
は
、
着
実
に
行
政
施
策
と
し
て
拡

大
し
定
着
し
て
き
た
と
も
い
え
る
。
今
回
の
人
権
各
課
題
の
調
査

を
通
じ
て
、
改
め
て
現
在
に
お
け
る
自
治
体
人
権
行
政
全
体
の
パ

ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
取
り
組
み
の
広
が
り
を
少
し
は
再
確
認
で
き

た
よ
う
に
思
う
。
人
権
問
題
は
、
多
様
な
人
び
と
の
多
様
な
生
活

の
中
で
個
別
・
具
体
的
に
具
現
化
す
る
。
そ
の
意
味
で
人
権
問
題

は
、
社
会
全
体
へ
の
対
応
と
あ
わ
せ
て
、
個
別
・
具
体
的
か
つ
専

部落解放研究N山632005．4



28

門
的
な
対
応
を
要
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

例
え
ば
「
同
和
」
と
い
う
用
語
が
「
人
権
・
同
和
」
へ
、
「
人
権
・

同
和
」
か
ら
「
人
権
」
　
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
て
い
く
と
き
に
、
同

和
問
題
の
個
別
・
具
体
性
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
同
様
に
人
権
問
題
の
中
に
は
、
女
性
、
障
害
者
、
外
国

人
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
、
H
I
V
と
、
あ
ら
ゆ
る

領
域
的
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
も
個
別
・
具
体
性
が
あ
る
。
そ

し
て
同
和
問
題
は
依
然
と
し
て
、
そ
の
う
ち
で
も
最
大
の
国
民
的

課
題
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
的
な
地
区
指
定
が
な
く
な
っ
て

も
、
未
だ
に
個
人
個
人
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
う
る
人
権
課
題
と
し
て

存
在
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
、
と
い
う
事
実
を
意
味
す

る
。今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
同
和
行
政
の
転
換
期
に
お
け
る
自
治

体
の
対
応
に
、
積
極
的
な
方
向
と
静
観
的
な
方
向
と
の
二
通
り
が

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
観
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
和
問
題
以
外
の

各
種
人
権
行
政
に
お
い
て
も
、
国
の
法
律
の
裏
付
け
等
が
あ
る
分

野
へ
の
政
策
的
傾
斜
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
、
や
は

り
前
年
と
同
様
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
以
後
、
地
方
自
治
体

は
「
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
」
地
方
政
府
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
は

ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
権
時
代
に
お
け
る
自
治
体
人
権
行

政
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
当
該
自
治
体
の
地
域
特
性
、
住
民
特

性
や
構
成
に
対
応
し
た
個
性
的
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
自
治
体
が
か
か
え
る
地
域
実
態
、
課
題
の
把
握
が

な
さ
れ
、
政
策
立
案
、
施
策
実
行
が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
主
体
的
姿
勢
を
積
極
的
に

示
し
始
め
た
自
治
体
が
少
な
か
ら
ず
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
こ

と
を
歓
迎
し
た
い
。
と
と
も
に
、
一
方
で
は
自
治
体
間
の
落
差
も

目
立
っ
て
き
た
よ
う
に
も
思
う
。

さ
ら
に
人
権
行
政
は
、
上
記
の
よ
う
な
「
地
域
性
」
が
重
視
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
総
合
性
」
「
当
事
者
性
」
も
重
視
さ
れ
る

こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
　
（
「
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
1
」
に
よ
る

人
権
政
策
提
言
か
ら
）
。
各
種
領
域
の
人
権
行
政
は
、
い
ず
れ
も
行

政
各
部
門
を
横
断
し
た
総
合
性
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
調

査
で
の
人
権
行
政
各
領
域
に
お
け
る
庁
内
検
討
会
議
設
置
の
有
無

は
、
総
合
性
の
確
保
に
関
す
る
取
り
組
み
の
指
標
と
な
る
。
ま
た

「
当
事
者
性
」
と
い
う
点
で
は
、
各
種
人
権
行
政
の
理
念
構
築
、

政
策
立
案
、
施
策
設
計
、
事
業
実
行
及
び
評
価
、
と
い
う
各
ス
テ

ー
ジ
に
お
い
て
、
市
民
参
加
・
参
画
・
協
働
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
各
種
審
議
会
、
懇

話
会
等
の
存
在
が
そ
れ
ら
を
万
全
に
担
保
す
る
も
の
で
あ
り
得
る

か
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
「
当
事
者
性
」
を
重
視
し
た
新
た
な

協
働
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
予
感
も
す
る
の
で
あ
る
。




